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都市規模と高齢者保健福祉
City　Size　and　Health・－Welfare　of　the　Aged

吉　村 弘

YOSHIMURA．，　Hiroshi

Abstract

　　The　aim　of　this　paper　is　to　find　out　the　general　tendency　between　the　size　of　munici－

P・liti・・and　th・1・v・1・f　h・alth－w・1飴・e・e・vice・（LHWS）・f　the　ag・d・n　th・d・t・i・

1994in　Japan，　thereby　to　indicate　that　we　have　the　remarkable　gap　of　LHWS　among

municipalities　and　this　inter－municipality　gap　has　a　close　relationship　to　the　size　of　mu－

nicipalities．　The　main　results　are　as　fbllows．

　　　（1）（The　general　tendency　between　population　size　and　LHWS）As　concems　the　total

（i．e．　non－per　capita）indices　of　LHWSゴwe　have　a　tuming　point　at　a　population　of　about

500thousand，　that　is，　as　the　size　of　population　of　a　m㎜icipality　becomes　larger，　the

total　indices　increase　linearly　in　the　range　less　than　the　tuming　point，　on　the　other　hand，

the　indices　increase　gradually　over　the　point。（2）As　concems　the　per　capita　indices　of

LHWS，　we　have　a　tuming　point　at　a　population　of　about　30－50　thousand，　that　is，　as　the

size　of　population　becomes　larger，　the　per　capita　indices　decrease　rapidly　in　the　range

less　than　the　tuming　point，　on　the　other　hand，　there　is　hardly　any　difference　over　the

point．　Then　a　population　of　30　thousand　may　be　a　minimum　level　in“the　Great　Merger

・fMuni・ip・1iti・・i・th・H・i・ei　E・a”in　vi・w・f　LHWS．（3）（Th・g・n・・al　t・nd・n・y　be－

tween　aging　ratio　and　LHWS）As　concems　the　total　indices　of　LHWS，　we　havo　two

turning　Points　at　the　aging　ratio　of　about　10％　and　20％，　that　is，　as　the　aging　ratio　of

amunicipality　becomes　larger，　the　total　indices　increase　rapidly　in　the　less　ratio　than

10％，on　the　other　hand，　the　indices　decrease　rapidly　in　the　ratio　of　10－20％，　and　de－

crease　gradually　in　larger　ratio　than　20％．（4）As　concems　the　per　capita　indices，　we　have

the　simple　relationship，　that　is，　as　the　aging　ratio　becomes　larger，　the　per　capita　indices

increase　linearly．　Then　the　aging　ratio　is　very　important　fbr　per　capita　indices　of　LHWS．

本稿は，厚生科学研究費補助金（政策科学推進研究事業）「社会福祉に係るコスト及びサー

ビスに対する，市町村合併の効果に関する実証的研究」（課題番号：Hl3一政策一〇24）によ

る研究成果の一部である。
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1．はじめに

　本稿の目的は，平成6年度データにもとついて，都市規模と高齢者保健福

祉の諸指標との間の一般的関係を導出し，それによって，高齢者保健福祉は

地域によって格差があり，しかも，その格差が地域の規模と密接な関係を有

することを明らかにすることである。ここに都市とは，行政単位である市区

町村を意味する。

　「厚生自書」によれば1），世界総人口に占める65歳以上人口の割合は，

1995年現在の6．6％から，2025年には1割を超えることが見込まれている。

そのうち，先進諸国の高齢化率はさらに上昇し，2050年には，最も低い国で

約20％，高い国では30％代の後半にまで達すると予想されている。他方，発

展途上国は現在は高齢化の黎明期であるが，やがて2025年には，65歳以上人

口の約7割は途上国の住民となると予想されている。まさに，高齢化は，先

進諸国・途上国を問わず全世界的な課題である。

　とりわけ日本の高齢化は，周知のように，世界最高水準にあるだけでなく

その進行が極めて早い。図1によれば，今後ともますます高齢化は進むが，

2015－25年辺りが一つの節目となる。すなわち，その頃になると，高齢化の

進展が一段落して20％台後半でやや落ち着き，高齢者数も3，000万人程度で

ほぼピークを迎え，そのうち75歳以上の後期高齢者数も1，500－1，600万人程

度でピークを迎え，後期高齢者割合も15－16％程度でしばらく落ち着く。こ

のことは，今後の10－20年が正念場ということを意味する。

　上記「厚生白書」は，このような背景を受けて，「高齢者の世紀」が始ま

ると指摘したが，正鵠を得ている。高齢者問題は，家族，経済的保証，医療・

福祉，地域性など多方面の分析を必要とする。とくに，少子化・核家族化の

進展の中で高齢者と家族の問題，また，財政・年金・雇用や介護の世話と財

産分与・財産管理など経済的問題も大きい2）。しかし，ここでは，高齢者保

1）厚生省『厚生白書』（平成12年版）
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　　　　　　　　図1　高齢化の推移と将来推計（1950～2050年）
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健福祉と地域性の問題に限定し，しかも，その中でさらに狭い論点について

扱う。

　これまで，高齢者福祉は1963年の老人福祉法制定を転機として，単に低所

得者だけでなく，全国民的な介護ニーズも対象とするものとなった。その後，

高齢化率が7％を超えて高齢化社会に入った後，1970年代半ば以降在宅福祉

の認識が高まり，デイサービスやショートステイが整備され始めた。また，

1982年の老人保健法によって老人医療費制度を健全化するとともに，1989年

のゴールドプラン，94年の新ゴールドプランによって在宅介護サービスをは

じめとする高齢者保健福祉の基盤整備が進展した。

　とりわけ画期的であったのは，2000年に施行された介護保険制度である。

これは，第1に，高齢者の福祉と医療のサービスを統合して総合的なサービ

スを提供しようとするものである。従来は「高齢者福祉」と「老人保健（医

療保険）」とに2分され，前者は特別養護老人ホーム，訪問介護，短期入所

2）三浦文夫編『図説高齢者白書』（全国社会福祉協議会，1997）

　総務省「高齢社会白書』（平成8年版）

　岩本康志編著『社会福祉と家族の経済学』（東洋経済新報社，2001）

　大守隆・他『介護の経済学』（東洋経済新報社，1998）

　国立社会保障・人口問題研究所『医療・介護の産業分析』（東京大学出版会，2000）
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生活介護，通所介護，福祉用具給付・貸与等であり，後者は，老人保健施設，

療養型病床群等，老人訪問看護等であった。それが，新たに，「施設」と

「在宅」に2分され，前・者は，介護老人福祉施設，介護老人保健施設，介護

療養型医療施設であり，後者は，訪問介護，短期入所生活介護，通所介護，

リハビリテーション，痴呆対応型共同生活介護，福祉用具貸出等，訪問看護

等である。

　第2の特徴として，介護サービスは，その地域性を考慮して，住民に最も

身近な市町村を中心的な運営主体としている点がある。これは地域に大きな

影響を与える。なぜなら，これによって，市町村は，住民の意見を踏まえて，

市町村の判断で制度を柔軟に運用することが出来ると同時に，その費用等負

担についても責任をもつこととなる。したがって，地域によって高齢者保健

福祉に違いが生じることは当然に予想される3）。

　このような背景のもとに，本稿では，市区町村を単位として，地域の規模

と高齢者保健福祉の全国的傾向性を明らかにする。筆者は，かつて同様の問

題意識にもとついて，文献［2］［3］［6］［7］において，医療・福祉を

その一部として含む行政サービス水準を分析し，また［8］において，その

うち医療・福祉に限定してやや詳しく分析し，行政サービスとしての医療・

福祉サービス水準に対する市町村合併の効果を推計した。本稿は，これらを

発展させて，高齢者保健福祉をホームヘルパー利用状況など約10個の指標に

ブレイクダウンして，考察するものである。

　この分析は，地域の規模という観点からみた全国的一般的傾向性に照らし

て，個々の地域の高齢者保健福祉及びその格差を評価し，その特徴を明らか

にする研究，および，それを通じて，市町村合併の地域高齢者保健福祉諸指

標への効果を推計する研究へと発展させる予定である。

　なお，平成6年度データを用いるのは，その年度が，高齢者保健福祉の諸

指標のうち老人保健施設について全国の市区町村間の比較可能なデータが入

3）堀内隆治・小川全夫編著『高齢社会の地域政策』（ミネルヴァ書房，2000）
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手できる最も古い年度であるからである。現在，最近年のデータについて解

析中であり，近い将来，本稿の結果と比較検討する予定である。

　資料は，種々検討した結果，次のものが最も適当と判断し，これを用いる

こととした。

　㈲長寿社会開発センター「老人保健福祉マップ」（平成6年度データ）

2．市区町村における人ロ規模と高齢者保健福祉

　全国には686の市区と2，571の町村，合計3，257の市区町村がある。市区と町

村を別々に扱うことも検討したが，両者は市区と町村という相違よりも，そ

の規模による相違の方が決定的であるので，ここでは，市区町村を統合して

分析する。ちなみに，図2は，市区と町村に分けて，市区と町村が主として

混在する人口規模1～5万人について，人口規模とホームヘルパー年間利用

延人員を示す。たしかに，右の拡大図によれば，人口規模4万人以上では市

区の方が町村よりも上部にある傾向がみられるが，しかし，全般的に市区と

町村は混在しており，左図でみるように，また以下でみるように，大局的に

は市であることと町であることの相違は小さい。

　3，000余の市区町村について，人口規模と高齢者保健福祉の諸指標の関係

をみると，たとえば図2－1のように，一見するだけで大まかな傾向性を看

取できるが，規模の小さな市町村とくに町村が多いために，細部はわかりに

くい。したがって，表1のように，市区町村を24の人口規模別階層に分けて

考察するのが有効である。表1には，後の分析のために面積も示してある4＞。

　表1を図示したのが図3－1－1～図3－12－2までの24図である。この

うち下段は人口規模30万人未満についての拡大図である。図中のR2は（自

由度調整していない）決定係数である。

　図3－1は人口規模と高齢者数（65歳以上人口）の関係である。予想され

4）面積は，東洋経済新報社「地域経済テキストデータ」（1998年10月版）による。
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図2－1 市区と町村の人口規模とホームヘルパー年間利用
延人員（平成6年度）全国3257市区町村
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図2－2市区と町村の人口規模と
ホームヘルパー年間利用延人員（平成6年度）
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るように，ほぼ「右上がりの直線」である。人口が1万人増大することに高

齢者は約1，200人増加する。

　図3－2は高齢化率を示す。「下に凸の右下がり」で，両対数型回帰式が

よく当てはまる。ここに，両対数型回帰式は，説明変数と被説明変数の両方

とも対数表示とした線形回帰式，すなわち，対数表示しない場合のコブ・ダ

グラス型関数を意味し，その係数は，被説明変数の説明変数に対する弾力性

を示す。高齢化率は人口規模とともに急激に低下し，人口10万人程度で12－

13％程度となって，以後，人口規模の増大にもかかわらず大きな変化はみら

れない。

　図3－3はホームヘルパー年間利用延人員である。これは，人口増加につ

れほぼ直線的に増大するが，全体としては「下に凸の2次関数」がよく当て

はまる。ただし，図3－3－2のように，とくに50万人程度の中規模市区町

村以下については，ほぼ直線と見なしていい。

　図3－4は，図3－3を高齢者数100人当たりで示したものである。全体

として「下に凸の右下がり」で両対数型回帰式が当てはまる。図3－4－2

から分かるように，人口3－5万人程度まで急激に低下し，それ以後は大き

な変化はみられない。

　図3－5はデイサービス年間利用延人員を示す。これは，全体として緩や

かな「上に凸の右上がり」であるが，人口50万人程度以下では，直線と見な
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図3－1人ロ規模と65歳以上人ロ（平成6年）
　－1　　　　　　　市区町村
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していい。それを高齢者数100人当たりでみると，図3－6のように，「下に

凸の右下がり」で両対数型回帰式がよく当てはまる。ここでも，人口3－5

万人程度まで急激に低下して，以後は大きな変化はなく，やや低下するだけ

である。

　図3－7はショートステイ年間延利用人員を示す。これはデイサービスと

同様に，ほぼ直線的であるが，どちらかといえば「上に凸の右上がり」であ

る。それを高齢者数100人当たりでみたのが図3－8である。これも，デイ

サービスとほぼ同様で，全体として「下に凸の右下がり」の両対数回帰式が

当てはまる。やはり，人口3－5万人程度まで急低下して，それ以後は大き

な変化はない。

　特別養護老人ホーム施設数は，図3－9のように，全体としては「上に凸

の右上がり」であり，片対数型回帰式が当てはまる。ここに，片対数型回帰



都市規模と高齢者保健福祉 （315）－37一

図3：1

　　：：

翫・・

瓢25
人D，。

曼f15

1G1・

　　：

人ロ規模とホームヘルパー年間利用
　延べ人員（平成6年）市区町村

y＝3E－Osx2＋O．0561x＋2437

　　　R2＝O．9953

y＝0．117x－3907．8

　R2＝0，9639

0　　　　　50　　　　100　　　150　　　200　　　250　　　300

　　　　　人ロ規槙（万人）

図3・3人ロ規模とホームヘルパー年間利用
　　’2　　延べ人員（平成6年）市区町村

1人…万人以下の部分の拡姻1。

　　3

翫瓢2

食灸菱11）　　0

　　　　　　　　o

　　　　　o
　　oo
グレ，　　　，

0　　　　　5　　　　　10　　　　15　　　　20　　　　25　　　　30

　　　　　　人ロ規槙（万人）

図3－4人口規模と高齢者100人当たりホームヘルパー

　－1年間利用延べ人員（平成6年）市区町村

　　：1：

鱒iii

鶯・25。

　　趣：：

） 間リ　100

　　　50

　　　0
0　　　　　50　　　　100　　　150　　　200　　　250　　　300

　　　　人1コ規模（万人）

図3．4人ロ規模と高齢者100人当たりホームヘルパー

　－2年間利用延べ人員（平成6年）市区町村
　　　：：：

籔琴iii

ベへ
人ル125・

鄭人…
人年差15°

） 間り　100

　　　50
　　　0

人口30万人以下の郁分の拡大図

一㌔。◇。。
o

051015202530
　　　　人ロ規模（万人）

式とは，説明変数のみ対数表示とする線形回帰式を意味する。図3－9－1・

2のように，人口50万人程度までは直線的に急上昇し，以後は漸増か，やや

減少傾向さえみられる。

　図3－10の特別養護老人ホーム定員数についても，その施設数と全く同様

の傾向性，すなわち，人口50万人程度までは直線的に急上昇し，以後は漸増

か，やや減少傾向がみられる。

　老人保健施設数及びその定員数については，図3－11，図3－12のように，

人口規模とともにほぼ直線的に増大する。

　図3でみてきた以上の傾向性をまとめたものが表2である。すべてのケー

スについて，回帰式は有意水準0．01で十分有意である。定数項の中にはt値

が小さくて有意水準0．20で有意でないものもあるが，1次及び2次の係数は

すべて有意水準0．01で有意であり，全体として係数の信頼性は良好であると
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図3・5人ロ規模とデイサービス年間利用延べ人員
　・1　　　　　（平成6年）市区町村
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いえよう。

　ここで注意すべきは，特別養護老人ホーム施設数及び同定員数について，

片対数型よりも，両対数型の方が自由度調整済決定係数も高く，F値も大き

く，有意性が高い。ただし，この場合，表1から分かるように，最小規模の

市区町村の値がゼロであるので，この対数値をとることが出来ない。したがっ

て，このサンプルを除いて両対数型回帰分析がなされている。

　以上より，市区町村の人口規模と高齢者保健福祉の関係として，次のよう

にまとめられる。まず，総数については，都市規模とともに増大する点は共

通であるが，その程度については3種のグループに分けられる。第1グルー

プは，ホームヘルパー年間利用延人員であり，これは「下に凸の右上がり」

の傾向があり，都市規模とともに利用人員は加速的に増大する。第2グルー

プは，デイサービス年間利用延人員，ショートステイ年間延利用人員，特別
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図3－7人ロ規模とショートステイ年間利用延べ
　一1　　　人員（平成6年）市区町村
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養護老人ホーム施設数，特別養護老人ホーム施設定員数であり，これは，

「上に凸の右上がり」の傾向があり，人口規模の増大につれて人口50万人程

度まではほぼ直線的に増大し，それ以後も増大するが増大の程度がやや小さ

くなる。第3は老人保健施設数とその定員数であり，これは，都市規模とと

もに直線的に増大する傾向がみられる。

　次に，高齢者数100人当たりについてみると，ホームヘルパー年間利用延

人員，デイサービス年間利用延人員，ショートステイ年間延利用人員のいず

れについても，「下に凸の右下がり」の両対数型回帰式が当てはまり，人口

3－5万人程度まで急激に低下して，それ以後は大きな変化はみられない。

　したがって，（高齢者数当たりでなく）総数としてみると，人口規模50万

人程度を分岐点として，それ以前は人口規模につれて直線的に増大し，それ

以後は緩やかに増大する。高齢者数当たりでみると，人口規模3－5万人程
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度の市町村を分岐点として，それより小さな市町村では規模が小さくなるに

つれて急激に利用が多くなり，それより大きな市区町村では大きな違いはみ

られない。

　このことは，「昭和の大合併」が中学校をもつことが出来る規模を1つの

目安として，（当時の出生率からみて）人口7，000－8，000人を最低規模と想定

したことを考慮すると，今回の「平成の大合併」は，高齢者保健福祉への対

応を1つの目安として，（離島など，よほどの例外を除いて）人口3万人程

度を最低ラインとして考えることができるであろう。

　もし，最低ラインを3万人とすれば，どのようなことが考えられるであろ

うか。現在，3万人未満の市町村は約2，500で，その人口総数は約2，500万人

である。これが3万人の市を形成するとすれば約840市となり，現在3万人

以上の市が約730市であるので，合計1，570市となる。実際には，3万人未満
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の市町村は現在の人口規模3万人以上の市との合併が多いであろうから，そ

の合計数はずっと少なくなり，おそらく1，000程度になるであろう。
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3．市区町村における高齢者数と高齢者保健福祉

　本節では，前節の人口規模の代わりに高齢者数について分析する。人口規

模と高齢者数との問には密接な関係があるので，高齢者数と高齢者保健福祉

諸指標の間には当然密接な関係があると予想される。これについては，付表

1に，また，それを図示したものを付図1として示す。また，回帰式は付表

2に示す。

　概ね前節の人口規模と同様の傾向性をもっているが，市区町村の高齢者数

と高齢者保健福祉の関係として，次のようにまとめられる。

　①まず，総数については，高齢者数とともに増大し，その程度については

3種のグループに分けられる点，及び，それぞれのグループに属する高齢者

保健福祉指標についても，人口規模の場合と同じ傾向性を示している。ただ

し，人口規模の場合と異なるのは，人口規模の場合には人口50万人程度が分

岐点であったが高齢者数の場合には高齢者数10万人程度が分岐点である点で

ある。

　表1より，人口40－50万人市区町村の高齢者数は約45，000人であるから，

高齢者数の場合には分岐点が人口規模の場合に比較して2倍程度となってい

る。

　②次に，高齢者数100人当たりについてみると，傾向性は人口規模の場合

と同様である。ただし，人口規模の場合には人口3－5万人が分岐点であっ

たが，高齢者数では約1万人が分岐点となっている点が異なる。

　表1より，人口3－5万人市区町村の高齢者数は約5，500－6，800人である

から，高齢者数の場合には分岐点が人口規模の場合に比較して2倍近くになっ

ている。

　③特別養護老人ホーム施設数とその定員数について，「上に凸の2次関数」

の傾向が明瞭となっている。
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4．市区町村における高齢化率と高齢者保健福祉

　本節では，前節の高齢者数あるいは前々節の人口規模の代わりに，高齢化

率について分析する。第2節でみたように，高齢化率も人口規模との問に密

接な関係が認められる。ただし，高齢者数とちがって，直線又はそれに近い

関係ではなく，「下に凸の右下がり」の関係が一般的であった。

　市区町村の高齢化率別の高齢者保健福祉諸指標は表3に示す。これを図示

したのが図4－1～図4－12である。これらの図4は，上記の人口規模の図

3や高齢者数の付図1とは大きな違いがある。図4の12の図のうち9で，高

齢化率10．5～11．5％を分岐点として，それより低い高齢化率では，高齢化率

とともに高齢者保健福祉が急上昇し，それより高い高齢化率では，高齢化率

とともに，高齢化率20％程度まで高齢者保健福祉指標が急激に低下し，以後

図4－1 高齢化率と総人ロ（平成6年） 図4－2 高齢化率と65歳以上人ロ（平成6年）
市区町村 市区町村
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緩やかに低下する。この9の図は，いずれも（高齢者数当たりはなく）総数

としての高齢者保健福祉の指標である。

　このような形を示すのは，高齢化率がこの分岐点より低い市区町村のなか

に，大都市周辺の小規模な市町村が多数含まれているからである。本来これ

らの小規模市町村はその母都市である大都市と一体のものと考えられるべき

であるが，行政区画上は独立しているからである。

　したがって，高齢化率10％程度以下を除いた市区町村については，上記の

9の高齢者保健福祉指標について，「下に凸の右下がり」の傾向性を明瞭に

認めることが出来る。

　かくして，高齢化率でみると，10％程度と20％程度に分岐点があると考え

ることが出来る。総数の高齢者保健福祉指標は，第1分岐点（高齢化率10％

程度）まで急上昇し，その後第2分岐点（同20％程度）まで急低下し，その
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図4－9高齢化率と特別養護老人ホーム施設数
　　　　　　（平成6年）市区町村
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後緩やかに低下する。

　これに含まれない3つの図は，図4－4（高齢者数100人当たりホームヘ

ルパー年間利用延人員），図4－6（高齢者数100人当たりデイサービス年間

利用延人員），及び図4－8（高齢者数100人当たりショートステイ年間延利

用人員）である。いずれも，高齢者数100人当たりの指標であり，高齢化率

の上昇とともに，これら3指標の値はほぼ直線的に増大する。この観点から

考えると，高齢化率は，人口規模や高齢者数と違った意味で，高齢者数当た

りの高齢者保健福祉指標を説明するものとして注目すべき重要性があること

が分かる。
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5．市区町村における人ロ規模及び面積と高齢者保健福祉

　市区町村の規模は人口で表すのが最も一般的である。これについては拙稿

［1］を参照されたい。しかし，面積もその1つの指標であり得る。とくに，

人口が広範囲に分散していて，施設までの距離が遠かったり，訪問介護の効

率が悪い場合などがあり得るので，面積は1つの指標として無視できない。

　そこで，表1に面積を付加するとともに，表4において，人口の他に面積

を説明変数として追加した場合の回帰式を示した。データは基準化したデー

タを用いる。これから分かるように，面積を追加すると説明力は向上するが，

F値は低下する場合の方が多い。しかも，自由度調整済決定係数は，高齢者

数100人当たりホームヘルパー年間利用延人員と高齢者100人当たりショート

ステイ年間延利用人員を除いて，殆ど増大していない。しかし，もちろん回

帰式は有意水準0，01で十分有意である。

　t値をみると，人口の係数はすべて有意水準0．01で有意であるが，面積の

係数の中には有意水準α20で有意でないものがみられる。しかも，係数の比

c／b（絶対値）をみると，どれも面積の係数は人口のそれより小さい。

　したがって，高齢者保健福祉諸指標の説明のために，人口の他に面積を加

える意義が大きいというわけにはいかない。しかし，係数の比c／bが比較

的大きい高齢者数100人当たりショートステイ年間延利用人員，高齢者100人

当たりホームヘルパー年間利用延人員，老人保健施設数は，面積の変化が，

人口ほどではないが，その半分程度の影響を与える。

　ここで注意すべき点がある。高齢者数当たりの高齢者保健福祉指標につい

て，人口の係数は，面積を追加してもしなくても，いずれもマイナスである。

しかし，面積の係数は，多くの場合プラスであり，面積が大きいほど高齢者

数当たり高齢者保健福祉指標の値が高くなる。（高齢者数当たりでない）総

数については，人口の係数はすべてプラスであるが，面積の係数は正負が入

り交じっている。このような面積の係数の符号性についてはなお検討の余地

が残されている。
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　とくに，筆者は，拙稿［4］［5］［6］［7］において，人口と面積を説

明変数とするときの地域分析（行政サービス水準及び行政革新度に関する分

析）について，問題点を指摘した。本稿についても，上記拙稿におけると同

様の観点からの検討が必要であるので，今回は，面積を説明変数として加え

ることについての結果のみ指摘するにとどめ，それについての判断は差し控

える。

6．おわりに

　本稿の目的は，平成6年度データにもとついて，都市規模（市区町村の規

模）と高齢者保健福祉の諸指標との間の一般的関係を導出し，それによって，

高齢者保健福祉は地域によって格差があり，しかも，その格差が地域の規模

と密接な関係を有することを明らかにすることであった。その結果得られた

主要な帰結は次のとおりである。

　　（1）市区町村の人口規模と高齢者保健福祉の関係として，横軸に説明変

数である人口規模をとり，縦軸に高齢者保健福祉の諸指標をとるとき，まず，

総数（高齢者数当たりでない）については，都市規模とともに高齢者保健福

祉指標が増大する点は共通であるが，その程度については3種のグループに

分けられる。第1グループは，ホームヘルパー年間利用延人員であり，これ

は「下に凸の右上がり」の傾向があり，都市規模とともに利用人員は加速的

に増大する。第2グループは，デイサービス年間利用延人員，ショートステ

イ年間延利用人員，特別養護老人ホーム施設数，特別養護老人ホーム施設定

員数であり，これは，「上に凸の右上がり」の傾向があり，人口規模の増大

につれて人口50万人程度まではほぼ直線的に増大し，それ以後も増大するが

増大の程度がやや小さくなる。第3は老人保健施設数とその定員数であり，

これは，都市規模とともに直線的に増大する傾向がみられる。

　（2）次に，人口規模と高齢者数100人当たりの高齢者保健福祉指標につ

いてみると，ホームヘルパー年間利用延人員，デイサービス年間利用延人員，
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ショートステイ年間延利用人員のいずれについても，「下に凸の右下がり」

の両対数型回帰式が当てはまり，人口3－5万人程度まで急激に低下して，

それ以後は大きな変化はみられない。この観点から市町村合併をみると，

「平成の大合併」は，高齢者保健福祉への対応を1つの目安として，（離島な

ど，よほどの例外を除いて）人口3万人程度を最低ラインとして考えること

ができるであろう。

　（3）したがって，（高齢者数当たりでなく）総数としてみると，人口規

模50万人程度を1つの分岐点として，それ以前は人口規模につれて直線的に

増大し，それ以後は緩やかに増大する。高齢者数当たりでみると，人口規模

3－5万人程度の市町村を1つの分岐点として，それより小さな市町村では

規模が小さくなるにつれて急激に利用が多くなり，それより大きな市区町村

では大きな違いはみられない。

　（4）高齢者数と高齢者保健福祉の関係は，人口規模とほぼ同様の傾向性

をもっている。

　（5）人口規模の場合と高齢者数の場合との大きな違いは，高齢者保健福

祉の総数については，人口規模の場合には人口50万人程度が分岐点であった

が高齢者数の場合には高齢者数10万人程度が分岐点である。高齢者数100人

当たりについては，人口規模の場合には人口3－5万人が分岐点であったが，

高齢者数で嫉約1万人が分岐点となっている。

　（6）高齢化率と高齢者保健福祉の関係は，総数では，10％程度と20％程

度に分岐点があり，第1分岐点（高齢化率10％程度）まで急上昇し，その後

第2分岐点（同20％程度）まで急下落し，その後緩やかに低下する。

　（7）しかしながら，高齢者数当たりの指標では，高齢化率の上昇ととも

に，その指標はほぼ直線的に増大する。この観点から考えると，高齢化率は，

人口規模や高齢者数と違った意味で，高齢者数当たりの高齢者保健福祉指標

を説明するものとして注目すべき重要性があることが分かる。

　はじめにも指摘したように，高齢者保健福祉の責任は市区町村にあるので，

これを単位とした分析はまずなされるべきであるが，上で指摘したように，
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3，000余の市区町村ではデータのばらつきが大きいので，次には，そのばら

つきの小さい，しかも実際に行政的に機能している福祉圏域について考察す

る必要があろう。これについては続稿に譲る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2003．　1．　06）

　　　　　　　　　　　　　　　　関連拙稿文献
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